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本
年
６
月
２
日
、
昨
年
か
ら
一
般
社
団
法

人
に
な
っ
た
た
め
例
年
よ
り
２
ヶ
月
遅
れ
た

総
会
に
よ
り
会
長
に
選
任
さ
れ
た
、
依
田
で

す
。
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
院
長
と
し
て
、

京
都
府
病
院
協
会
の
会
務
担
当
理
事
の一員

と
な
っ
て
10
年
目
、
奇
し
く
も
総
会
当
日
は

小
生
の
誕
生
日
、
非
常
に
重
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

頂
い
た
気
持
ち
で
感
謝
す
る
と
と
も
に
、全

う
出
来
る
か
の
思
い
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
昭
和
26
年
４
月
26
日
、

京
都
病
院
長
会
と
し
て
発
足
し
て
い
ま
す
。

昭
和
39
年
に
京
都
私
立
病
院
協
会
が
分
離

独
立
し
た
後
、
昭
和
41
年
６
月
１
日
に
京
都

府
病
院
協
会
と
名
称
を
改
め
て
、
昨
年
７
月

に
野
口
前
会
長
の
ご
尽
力
に
よ
り
、一
般
社

団
法
人
と
な
り
、よ
う
や
く
京
都
私
立
病

院
協
会
と
肩
を
並
べ
る
存
在
と
な
り
ま
し

た
。
本
会
の
目
的
は「
病
院
の
医
療
施
設
の

改
善
と
医
療
内
容
の
向
上
を
は
か
り
、か
つ

病
院
相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
」で
、

京
都
府
内
の
官
公
立
私
立
の
病
院
の
代
表
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は
57

病
院
で
５
０
０
床
以
上
が
８
病
院
、２
０
０
床

以
上
５
０
０
床
未
満
が
25
病
院
と
規
模
の

大
き
い
病
院
の
占
め
る
比
率
が
比
較
的
高
い

団
体
で
あ
る
こ
と
と
、
提
供
し
て
い
る
医
療

が
急
性
期
中
心
で
あ
る
こ
と
の
た
め
、
行
政

も
協
会
を
通
し
て
で
は
な
く
各
病
院
に
直

接
対
応
を
依
頼
し
て
問
題
の
解
決
を
図
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

今
年
の
大
仕
事
は
、
昨
年
、
成
立
し
た
医

療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
へ
の
対
応
で
す
。

19
本
の
関
連
領
域
法
案
を
一
括
り
に
し
て
成

立
さ
せ
た
も
の
で
す
が
、
京
都
府
病
院
協
会

の
会
員
病
院
に
と
って
、
大
変
大
き
な
、
幾
つ

か
の
課
題
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
第
一は
医
療
法
の
改
正
に
基
づ
く「
地

域
に
お
け
る
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
医
療
提

供
体
制
の
確
保
」と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
地
域
医
療
構
想（
ビ
ジ
ョ
ン
）で
医

療
機
関
が
知
事
に
病
床
の
医
療
機
能（
高
度

急
性
期
、急
性
期
、回
復
期
、慢
性
期
）等
を

報
告
し
、
府
は
、
そ
れ
を
も
と
に
地
域
の
医

療
提
供
体
制
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
医
療

計
画
に
お
い
て
策
定
す
る
、
と
い
う
２
０
２
５
年

に
む
け
て
の
病
院
の
機
能
分
化
と
言
う
事
で

す
が
、
根
本
は
病
床
の
削
減
、
医
療
費
の
削

減
で
す
。
会
員
病
院
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
京
都
府
病
院
協
会

は
団
体
と
し
て
明
確
な
意
思
表
示
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
６
月
の
医
療
審
議
会

で
地
域
医
療
構
想
策
定
の
た
め
の
第
一
歩
と

し
て
地
域
医
療
構
想
策
定
部
会
の
設
置
が

決
ま
り
、
京
都
府
病
院
協
会
は
そ
の
構
成

員
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
に
は
医
療
事
故
調
査
制
度
へ
の
対
応

で
あ
り
ま
す
、
本
年
10
月
に
は「
管
理
者
が

予
期
し
な
か
っ
た
医
療
に
起
因
す
る
死
亡
、

死
産
を
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遅
滞
無
く
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

さ
れ
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
す
。比
較
的
大

規
模
病
院
は
既
に
院
内
事
故
調
査
委
員
会

を
設
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
設

置
が
難
し
い
医
療
機
関
は「
医
療
事
故
調
査

等
支
援
団
体
」に
必
要
な
支
援
を
求
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
協
会
も
何
ら
か
の

形
で
支
援
団
体
と
し
て
関
与
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
設
立
の
目
的
は
前
述

し
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
の

事
業
と
し
て
、
毎
年
病
院
長
研
修
会
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
病
院
を
見
学
し
、
病
院
幹
部

か
ら
そ
の
理
念
を
直
接
伺
う
事
が
で
き
る
非

常
に
貴
重
な
機
会
で
す
。
し
か
も
、こ
の
研

修
会
は一泊
二
日
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
参
加

し
て
い
る
病
院
長
が
現
在
の
医
療
体
制
の
問

題
点
や
い
か
に
改
善
す
べ
き
か
の
理
想
に
つい

て
、
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
え
る
の
も
魅
力
の

一つ
で
す
。
現
地
の
美
食
を
味
わ
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
今
年
は
農
村
地
域
の
医
療
を

守
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
一体
化
さ
せ
た
総

合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
名
高
い
佐
久
総
合
病
院

が
、
時
代
に
合
わ
せ
再
構
築
す
る
形
で
病
院

を
分
割
し
ま
し
た
。
新
た
に
２
０
１
４
年
３
月

オ
ー
プ
ン
し
た
、
高
度
で
専
門
的
な
急
性
期

医
療
を
提
供
す
る「
佐
久
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
」
を
研
修
施
設
と
致
し
ま
し
た
。
出
来

る
だ
け
多
く
の
院
長
先
生
方
に
ご
参
加
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
々
代
の
故
梶
田
元
会
長
の
頃
か
ら
非
常

に
良
い
関
係
が
構
築
出
来
た
、
京
都
私
立
病

院
協
会
と
も
緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

京
都
府
民
に
安
心
・
安
全
で
信
頼
に
足
る

医
療
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
会
務
運

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

依
田
建
吾

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会 

会
長

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

依
田
建
吾

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会 

会
長

会　

長　

依
　
田
　
建
　
吾

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

三
　
木
　
真
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

副
会
長　

香
　
川
　
惠
　
造

（
福
知
山
市
民
病
院
）

理　

事　

北
　
　
　
堅
　
吉

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

日
下
部
　
虎
　
夫

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

杉
　
山
　
　
　
博

（
宇
多
野
病
院
）

理　

事　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
公
立
南
丹
病
院
）

理　

事　

中
　
村
　
孝
　
志

（
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

中
　
村
　
直
　
登

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

理　

事　

能
　
見
　
伸
八
郎

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

野
　
口
　
雅
　
滋

（
京
都
桂
病
院
）

理　

事　

宮
野
前
　
　
　
健

（
南
京
都
病
院
）

理　

事　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

山
　
下
　
俊
　
幸

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

監　

事　

倉
　
澤
　
卓
　
也

（
京
都
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
）

監　

事　

齋
　
藤
　
信
　
雄

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
京
都
病
院
）

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会 

理
事
・
監
事

（
任
期
：
平
成
27
年
６
月
２
日
〜
平
成
29
年
６
月
定
時
総
会
終
了
）
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平
成
27
年
度
の
定
時
総
会
を
、
６
月

２
日（
火
）、
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス

京
都
に
て
開
催
、
当
日
は
会
員
病
院
よ

り
23
名
が
参
加（
委
任
状
：
19
名
）し
ま

し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
昨
年
７
月
に

一
般
社
団
法
人
へ
移
行
し
て
か
ら
初
め

て
の
総
会
で
、
平
成
26
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
、
平
成
27
年
度
会
費
な
ら
び

に
新
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
案
を
上

程
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成
多
数
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
依
田
建
吾
新
会
長
の
も
と
、

　

新
執
行
部
が
発
足

　

第
４
号
議
案
で
は
、
新
役
員（
理
事

お
よ
び
監
事
）の
選
任
に
関
し
て
議
案

上
程
し
、議
長
よ
り
主
旨
説
明
を
行
い
ま

し
た
。今
回
、代
表
理
事（
野
口
雅
滋
氏
）

の
交
替
に
伴
い
、
次
期
執
行
部
に
お
け

る
理
事
14
名
お
よ
び
監
事
２
名
を
新
た

に
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
ま
し
た
。
本
議
案
は
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

総
会
終
了
後
、新
執
行
部
で
の
理
事
会
を

開
催
し
、
総
会
に
て
選
任
さ
れ
た
理
事

よ
り
会
長（
１
名
）お
よ
び
副
会
長（
２
名
）

を
選
定
し
、
会
長
に
は
依
田
建
吾
氏
、

副
会
長
に
は
三
木
真
司
、香
川
惠
造
両
氏

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。新
役
員
の
任
期
は

第
33
条（
当
該
年
度
の
始
ま
る
前
に「
理

事
会
」
の
承
認
を
得
る
）
に
よ
り
、
す

で
に
、
平
成
27
年
３
月
２
日
開
催
の
本

会
理
事
会
に
お
い
て
協
議
を
行
い
、
承

認
さ
れ
て
い
る
た
め
、当
日
の
総
会
で
は

「
報
告
事
項
」
と
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
は
３
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
後
、初
め
て
の
定
時
総
会
を
開
催

平
成
27
年
度 

定
時
総
会
開
催

平
成
27
年
度 

定
時
総
会
開
催

２
０
１
５
年
６
月
２
日
〜
２
０
１
７
年

６
月
の
定
時
総
会
終
了
時
ま
で
の
２
年

間
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成　

年
度
会
費
を
承
認

　

総
会
で
は
平
成
27
年
度
の
通
常
会

費
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、「
１
病
院

５
０
，０
０
０
円
」（
昨
年
同
額
）と
す
る

こ
と
を
提
案
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
26
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い

て
も
議
長
よ
り
説
明
を
行
い
、
齋
藤
信

雄
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
27
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
は
、
定
款

27
第
１
号
議
案　
平
成
26
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
事
業
報
告
に

　
　
　
　
　
　

関
し
承
認
を
求
め
る
件

第
２
号
議
案　
平
成
26
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
決
算
に
関
し

　
　
　
　
　
　

承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案　
平
成
27
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
通
常
会
費
の

　
　
　
　
　
　

徴
収
に
関
し
承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案　
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
理
事
お
よ
び
監
事
な
ら
び

　
　
　
　
　
　

に
顧
問
の
選
任
に
関
し
承
認
を
求
め
る
件

【
平
成
27
年
度
定
時
総
会
議
案
】

平成27年度の通常会費については、6月2日（火）に
開催されました「平成27年度定時総会」におきまし
て、以下のとおり承認されましたので、お知らせ
いたします。ご了承のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

平成27年度

通常会費について

50,000円
平成27年度通常会費

平
成
27
年
度
は
佐
久
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
見
学

平
成
27
年
度
は
佐
久
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
見
学

　

毎
年
恒
例
の「
病
院
長
研
修
」で
す
が
、

今
年
度
は
長
野
県
佐
久
市
に
あ
る
、

佐
久
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
す
。

佐
久
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
平
成
26
年

３
月
に
新
た
に
開
院
し
た
病
院
で
、

４
５
０
床
を
有
す
る
、
専
門
医
療
と
救

急
・
急
性
期
医
療
に
特
化
し
た
紹
介
型

病
院
で
す
。
研
修
日
程
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。
会
員
病
院
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
是
非
、
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

見
学
日
時 

平
成
27
年
11
月
13
日（
金
）〜
14
日（
土
）

病
院
長
研
修
の
ご
案
内

（佐久総合医療センターホームページより）
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さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

病
院
の
機
能
を
高
度
急
性
期
・
急
性
期
・

回
復
期
・
慢
性
期
に
分
け
、
日
本
中
の

二
次
医
療
圏
ご
と
に
各
機
能
の
必
要
病

床
数
の
目
安
を
示
し
て
、
そ
の
数
に
現

状
を
適
合
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
地
域
医
療
構

想
は
ま
さ
に
病
院
医
療
の
大
改
革
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
京
都
府
病
院
協

会
も
京
都
私
立
病
院
協
会
と
協
力
し
て

そ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
病
床
機
能
報

告
制
度
が
２
０
１
４
年
10
月
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
病
院
団
体
と
し
て
、
い

ち
早
く
そ
の
結
果
を
知
る
た
め
に
、
京

都
私
立
病
院
協
会
と
共
同
で
京
都
府
に

お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
地
域
医
療
構
想
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か

は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
単
価
の
高

い
高
度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
の
病
床

数
を
絞
り
込
み
、
単
価
の
安
い
回
復
期
・

慢
性
期
、
で
き
れ
ば
在
宅
へ
と
誘
導
し

た
い
と
の
思
惑
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
団
塊
の
世
代
の
人

が
全
員
75
歳
以
上
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
医
療
・
介
護
を
必
要
と
す
る
75
歳

以
上
の
人
口
が
急
増
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
２
０
２
６
年
に
２
，２
０
０
万
人

を
超
え
る
75
歳
以
上
の
人
口
は
、
65
歳

か
ら
74
歳
の
人
口
が
減
少
す
る
よ
う
に

な
っ
て
も
増
え
続
け
、
２
０
５
０
年
代

に
２
，４
０
０
万
人
で
最
大
に
な
り
、

２
０
６
０
年
で
も
、ま
だ
２
，３
０
０
万
人

を
超
え
て
い
る
予
測
で
す
。こ
の
よ
う
に
、

75
歳
以
上
の
人
口
の
急
増
が
明
確
な
こ

の
時
期
に
、
急
性
期
医
療
の
受
け
口
で

あ
る
高
度
・
急
性
期
病
床
を
削
減
す
る

こ
と
が
、
京
都
府
の
医
療
提
供
体
制
と

し
て
適
切
な
の
か
ど
う
か
を
関
係
者
と

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議（
協
議
の
場
）が

今
年
度
の
早
い
時
期
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
そ
の
場
に
お
い
て
、
京
都
私

立
病
院
協
会
と
協
力
し
て
病
院
団
体
と

し
て
の
意
見
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
10
月
に
は
医
療
事
故
調
査
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
医
療
事
故
調
査
・
支

援
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

医
療
事
故
は
病
院
医
療
の
中
で
発
生
す

る
確
率
が
高
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
動

き
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
も
例
年
ど
お
り
、
京
都
病
院

学
会
、
病
院
長
研
修
、
文
化
講
演
等
を

行
い
、
他
の
医
療
関
係
団
体
と
の
よ
り

深
い
連
携
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
会
は
昭
和
26
年
４
月
26
日
、
京
都

病
院
長
会
と
し
て
発
足
し
て
い
ま
す
。

昭
和
39
年
に
京
都
私
立
病
院
協
会
が
分

離
独
立
し
た
後
、
昭
和
41
年
６
月
１
日

に
京
都
府
病
院
協
会
と
名
称
を
改
め

て
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
今
年

創
立
64
年
を
迎
え
ま
す
が
、
昨
年
念
願

で
あ
っ
た
、
法
人
化
を
達
成
し
、
平
成

26
年
７
月
１
日
よ
り
、
一
般
社
団
法
人

京
都
府
病
院
協
会
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
京
都
府
病
院
協
会
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

当
会
が
創
設
さ
れ
た
昭
和
26
年
に
は
60

歳
前
後
で
あ
っ
た
平
均
寿
命
が
、平
成
25

年
に
は
女
性
86・
61
歳
、
男
性
80・
21
歳

と
20
年
以
上
長
く
な
り
、
男
性
の
平
均

寿
命
も
80
歳
を
超
え
る
よ
う
な
長
寿
社

会
に
な
り
ま
し
た
。
少
子
化
も
相
ま
っ

て
、
世
界
に
例
を
見
な
い
少
子
高
齢
社

会
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

社
会
に
お
い
て
、医
療
・
介
護
・
福
祉
を

適
正
に
提
供
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
体

制
が
良
い
の
か
の
議
論
が
厚
生
労
働
省

を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世

代
が
全
員
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

を
10
年
後
に
控
え
、２
０
２
５
年
に
お

け
る
医
療
提
供
体
制
は
こ
う
あ
る
べ
き

で
あ
る
、
と
の
地
域
医
療
構
想
が
策
定

　

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に

お
い
て「
看
護
師
等
人
材
確
保
促
進
法
」

が
一
部
改
正
さ
れ
、
看
護
師
等
の
免
許

保
持
者
に
よ
る
届
出
制
度
等
が
今
年
10

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
同
法
施
行
規
則
が
一
部
改
正
さ

れ
、
10
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
主
な
改
正
内
容
は
、
①
看
護

師
等
の
免
許
保
持
者
の
届
出
制
度
の
創
設

②
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
の
２
点
で
す
。
各
医
療
機
関
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

1
看
護
師
等
の
免
許
保
持
者

　

に
よ
る
届
出

　

看
護
師
等
は
①
病
院
等
を
離
職
し
た

場
合
②
看
護
師
等
の
業
務
に
従
事
し
な

く
な
っ
た
場
合（
①
を
除
く
）
③
看
護

師
等
の
免
許
を
受
け
た
後
、
看
護
師
等

の
業
務
に
直
ち
に
従
事
す
る
見
込
み
が

な
い
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
に
「
氏
名
」「
住
所
」
等

を
届
け
出
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

10
月
１
日
の
改
正
法
の
施
行
時
点
で
、

業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
看
護
師
等
に

つ
い
て
も
、
施
行
後
速
や
か
に
届
け
出

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
病
院
等
の
開
設
者
等

や
看
護
師
等
養
成
所
の
設
置
者
は
、
届

出
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
支

援
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
病
院
等
の

開
設
者
等
に
お
い
て
は
、
看
護
師
等
が

離
職
す
る
場
合
に
、
都
道
府
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
る
旨
を
情
報
提
供
し
届
出
を
促

す
こ
と
等
や
、
学
校
養
成
所
の
設
置
者

に
お
い
て
は
、
卒
業
後
に
看
護
師
等
の

業
務
に
従
事
し
な
い
学
生
に
対
し
届
出

を
促
す
こ
と
や
、
在
学
中
の
学
生
に
対

し
同
制
度
に
つ
い
て
教
育
す
る
こ
と
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

2
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の

　

運
営
に
つ
い
て

　

都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務

と
し
て
新
た
に
、
看
護
師
等
に
対
し
そ

の
就
業
の
促
進
に
関
す
る
情
報
の
提

供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
上
記
の
届
出
制

度
に
よ
り
、
届
出
を
行
っ
た
看
護
師
等

に
対
し
、
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

が
離
職
後
も
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
提
供

等
に
よ
り
一
定
の
つ
な
が
り
を
確
保

し
、
求
職
者
に
な
る
前
の
段
階
か
ら
、

効
果
的
か
つ
総
合
的
な
支
援
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度 

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
病
院
協
会

平
成
27
年
度 

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
病
院
協
会

事
業
計
画
に
つ
い
て

基
本
方
針

看
護
師
等
の
人
材
確
保
に
関
す
る
事
項
の

施
行
に
つ
い
て

看
護
師
等
の
人
材
確
保
に
関
す
る
事
項
の

施
行
に
つ
い
て
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『第 1 次報告』『第 1 次報告』
～医療機能別病床数の推計及び地域医療構想の策定に当って～～医療機能別病床数の推計及び地域医療構想の策定に当って～

医療・介護情報の活用による改革の推進に関する専門調査会医療・介護情報の活用による改革の推進に関する専門調査会

　政府「医療・介護情報の活用による改革の推進に
関する専門調査会」が 6月15日、将来の需要推計に
基づく2025年の必要病床数の推計を盛り込んだ
第1次報告書をまとめました。2013年の既存病床数
（全国）134.7万床に対して、2025年の必要病床数は
115万～119万床程度と推計しており、このうち
「高度急性期」については13.0万床程度を見込んで
います。
　2025年の必要病床（全国総数）は、「医療機関所在
地ベース」*1 で114万8500～119万1200床、「患者
住所地ベース」*2で114万8500～119万1300床で、
ほぼ同数となっています。なお、病床機能「4分類」
の推計病床数の内訳は、2類型ともに「高度急性期」
13万床程度、「急性期」40.1万床程度、「回復期」
37.5万床程度となっています。「慢性期」は24.2万
～28.5万床程度と推計しています。
　今回まとめられた「必要病床数」を14年7月時点の
病床機能報告制度による分類別病床数と比較すると、
「高度急性期」は約6万床、「急性期」は約18.0万床、
「慢性期」は約6.7万～11.0万床が過剰となると推計

され、一方で「回復期」は約26.5万床の不足になる
としました。
　京都府における状況は表のとおりですが、医療
機関所在地ベースでの「推計結果」と「病床機能報
告」との比較でみると、2025年には、高度急性期は
2,200床、急性期は2,800床の「過剰」となる一方で、
回復期では6,400床の「不足」との推計値が出てい
ます。

＜用語解説＞

厚労省が公表した地域医療構想策定ガイド
ラインで示した算定式を基にしたもの

＊1「医療機関所在地ベース」
患者の流出入が現状のまま続くことを想定

＊2「患者住所地ベース」
患者の流出入がなく入院が必要な患者は全て
住所地の2次医療圏の医療機関に入院すると
仮定

本件に関する詳細は下記URLにて公表されていますのでご覧ください。
※社会保障制度改革推進本部「医療・介護情報の活用による改革の推進に関する専門調査会」

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/shakaihoshoukaikaku/chousakai.html

2025年の医療機能別必要病床数の推計結果（京都府の状況）

＜公表資料より抜粋＞

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2013年の病床数（千床） 2025年の必要病床数（千床）

医療機関所在地
ベース

患者住所地
ベース

一般・療養病床（2013） 4医療機能 合計（2025）
②

合計
①

パターン
A

パターン
A

パターン
A

パターン
A～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～

パターン
B

パターン
B

パターン
C

パターン
C

パターン
C

パターン
C

パターン
B

パターン
B

うち
一般
病床

うち
療養
病床

うち
高度
急性期

うち
急性期

うち
回復期

30.3 29.4 ▲0.9 8.1 7.929.9 ▲0.3－ － － －8.7 7.423.9 6.4 3.2 9.5 8.5

30.3 29.1 ▲1.1 8.2 7.829.7 ▲0.6－ － － －8.8 7.323.9 6.4 3.1 9.4 8.4

うち慢性期一般・療養病床（2013）
との差（②－①）

（参考）将来、介護施設や
高齢者住宅を含めた在宅
医療等で追加的に対応
する患者数（2025）（千人）京

都
府

都道府県別病床推計結果【医療機関所在地ベース】と病床機能報告の比較（京都府の状況）
高　度　急　性　期

推計結果
（2025）

京都府

病床機能報告との差
（2014）

推計結果
（2025）

病床機能報告との差
（2014）

推計結果
（2025）

病床機能報告との差
（2014）

推計結果
パターンA～C
（2025）

病床機能報告との差
パターンA～C
（2014）

3.2 ▲2.2 9.5 ▲2.8 8.5 ＋6.4 8.1～8.7 ▲0.3～＋0.3

急　　性　　期 回　　復　　期 慢　　性　　期

単位：千床
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